
「バイリンガル絵本初級講座」開講の手引き＜13版対応＞
＜講師の役割＞

本講座を開講するインストラクターの役割は、「0～3歳のお子さんを持つお母さんに、英語教育への不安を解消し、英語絵本の読み聞かせをご家庭でスタートしていただくこと」です。

本講座を開講するインストラクターは、「英語そのものを教える先生」ではありません。そのため、「高い英語力や英語教育に関する深い知識や経験」が少なくても、伝道師的な役割を十分に果たすことができます。

「教える」よりも「伝える」という姿勢で講座を開講してみましょう。

本講座のテキスト通りに話をしていくだけでも、受講者には十分にご満足いただけます。
＜開講前の準備＞

受講料：協会の振り込み口座、PayPalでの支払い方法を受講者にお知らせする。

＜フォーマット有＞

メールでもよいですが、できれば、「リザーブストック」を使って申し込み依頼してください。

＊「リザーブストック」の基本的な使い方については、別の講座でお話します。

そこに、受講料の振り込み先の口座番号情報などを明記しておくとよいでしょう。

（協会から講座開講の翌月末に(講師料30％、紹介料30％）の合計60％をインストラクターに振り込みます。）

＜Part1&2のセットの場合＞

＜受講料＞：25,920円（絵本3冊付き）
　　　　　　21,600円（絵本なし）

＜Part1のみの場合＞

　　　　　　14,040円（絵本なし）

　　　　　　＊絵本は受講者に手配していただいてください。

＜お振込み先＞

金融機関名：みずほ銀行

支店名：九段支店

口座種目：普通

口座番号：1711512
口座名義：一般社団法人音読協会

＜PayPalでの支払いリンク先＞

各講座ごとにPayPalでの支払い先のURLをお知らせします。

＜テキストの準備＞

テキストの最新データ(PPTとPDF)や語り掛けフレーズのデータは下記にアップしてありますので、ダウンロードして使用してください。

[バイリンガル絵本読み聞かせ初級講座ppt]

[読み聞かせフレーズシートデータ]

【インストラクター専用ぺージ】

https://ondoku.jp/instructor
パスワード
ondoku

２．テキストのスライドのP2の「講師紹介」のページの内容を削除し、代わりに、ご自身の自己紹介ページを入れて、印刷し、製本する。製本の方法は、製本機、プラスチックのファイルタイプやクリップ止め、ホチキス留でもＯＫです。100円ショップなどに売っているような、プラスチックのファイル（3～4枚入り）がお勧めです。
＜注意＞「初級講座」のＰＰＴデータには、Part1とPart2の両方が続けて入っていますので、Part1だけ受講を希望する方の場合は、すべて印刷せず、スライドのＰ47までを印刷して、製本してお渡しください。

なお、特典として、＜Part1＞では、『Brown Bear, Brown Bear, What Do You See』、「Excuse Me!: a Little Book of Manners」の2枚のフレーズシートを配布してください。
ファイルの最後に挿入して一緒に綴じてもＯＫです。

＜Part2＞では、「語りかけ基本フレーズ15」、「Tubby」の1枚のフレーズシートを配布してください。ファイルの最後に挿入して綴じてもＯＫです。

初級講座受講者用フレーズ音源は下記からダウンロードできます。

受講者に下記のURLとパスワードをお送りしてください。

【初級講座受講者用フレーズ音源】

https://ondoku.jp/syokyukouza

パスワード：syokyukouza
使用する英語絵本の手配：できるだけ受講者自身で事前に購入してもらうように促す。

　　購入先の情報を受講者にお伝えしてください。「リザーブストック」の中に、3冊の英語絵本の購入先をすべて明記しておくとよいでしょう。

＜絵本の購入先＞

■『Brown Bear, Brown Bear, What Do You See』ＣＤ付　＜Part1＞で使用
https://goo.gl/Lj3GFd

■『Excuse Me! A little Book of Manners』ＣＤなし　＜Part1＞で使用
https://goo.gl/znbhmv
■『Tubby』　　＜Part2＞で使用
https://goo.gl/kM8dWv

3．事前アンケート：振り込みが確認できたら、受講者に事前アンケートを送り、講座の2日前までに返信してもらうようにする。＜アンケートのフォーマット有＞

（受講者の特性、受講動機、悩みを把握するため）

　アンケートの内容も、事前に「リザーブストック」に入れて、自動送信できるようにしておくと便利である。
＜アンケート内容本文＞

●●様　

この度は、初級講座にお申込みいただきありがとうございます。

1．＜講座前に提出していただきたい情報＞

講座をより実のあるものにするために、下記の3つの質問にご協力ください。

〇月〇日頃までにお知らせいただけますと幸いです。

この講座を受講した理由

例：おうちでの英語の導入方法を知りたいと思ったから

現在、悩んでいること

例：自分の発音が悪いので子供に読み聞かせをしてよいか不安。

特に学びたいこと

例：9か月の子供へどうやって読み聞かせをしたらよいかわからない。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＜講座当日＞

受講者が1～2名程度であり、かつプロジェクターがない場合は、カラーで印刷した初級講座のテキストを作製して、それを受講者に見せながら講座を進めてもよい。

なお、プロジェクターを使用する場合は、配布テキストは白黒でもよい。

2．第2回目の講座内容の動画アニメについては、iPadやiPhoneなどの小さな端末を使ってもＯＫ。

＜初級講座を進めるためのポイント＞

Ｐ1：講座のスケジュールを確認する。

　本講座の＜Ｐart1＞でやることをざっと説明します。

Ｐ2：講師紹介　ご自身の紹介をする

プロフィールは立派なもの（英語力や英語教授歴等）である必要はありません。講師は、英語の先生ではありません。英語絵本が好き、読み聞かせを楽しんでいるということが伝わればOKです。受講者の心を掴むような親近感がわくプロフィールを盛り込むように意識してください。

Ｐ3：受講者の自己紹介をしてください。

　なるべく、講座の前半で受講者に発言する時間を与えることで、受講者にリラックスしてもらうことができます。また、事前アンケートの内容を口頭で確認したり、さらに、受講者の追加情報を得ることで、受講者の属性や本講座に求めていることを理解することができるようになります。とても大切な部分ですので、しっかり行いましょう。特に、お子さんの年齢や現在取り組んでいる英語教育の内容、もしくは、英語に関する教育観や悩みなどを聞き出せるとよいでしょう。

P4：英語の目標の確認をする。

まず、「あなたのお子さんには、どの程度の英語力を将来身に着けて欲しいと思っていますか？」また、もう一つの質問として、「なぜ、英語を身に着けさせたいのですか？」と受講者に問いかけてみる。参加者に考える時間を与え、発言してもらう。

多くの受講者が、

「苦手意識を感じないようになってくれればよい」

「外国の人とストレスなく会話ができるようになって欲しい」

「映画を字幕なしで見られるようになって欲しい」

「自分が英語で困ったので、困らないようになって欲しい」

「小学校でも英語が正式教科になるので、心配だ！」

等という意見がでることが多いです。

「バイリンガルとか、ペラペラとかではないんですけど…。」と言いながらも、実は、「かなり高い英語力」の状態をイメージされていることがほとんどです。

実際、講座を受講するのですから、「低い英語力でもよい」という方はあまりいません。多くの受講者の方に、「お子さんに必要と感じていらっしゃるのは、高い英語力であること」をここで確認していただくよいでしょう。
そして、「その高い英語力をお子様に身に着けていただくためにも、本講座の内容を最大に活用していただきたい」とお伝えください。

また、ここで少し触れておきたいことが、高い英語力がなくても十分に生きていける

未来が近くやってくるという現実です。
AI等のテクノロジーの進歩によって、翻訳や通訳の機能が飛躍的に向上し、

英語がわからなくても特段に困らない生活ができる時代が間違いなくやってきます。

これから英語を学ぶ人たちにとって、その点も考慮に入れて議論してみると良いでしょう。

そんな時代において、英語を学ぶ意味について受講者と一緒に考えてみましょう。

「なぜ英語を学ぶのか？」について、明確な一つの正解があるわけではありませんが、

日頃から自問することの大切さについて提示することは必要です。

P5：目指すべきバイリンガルのイメージを受講者に意識させる。

「Ａ」はまさに、本講座を受講されている方（親）ご自身の日本語と英語力をイメージしたものです（もちろん、英語力には個人差はあります）。この状態に不満を抱えていることを再認識させ、「お子様には、このような状態にはなって欲しくないと思っていらっしゃっているのですよね」と確認してみるとよいでしょう。
英語教育に熱心な方の中には、「Ｂ」のように、英語も日本語と同じ程度にペラペラにさせたいという方がいますが、このような2言語の力が同じ程度の人は世界中を探しても、存在しません。通常は、どちらかの言語が優位になっている場合がほとんどであり、片方の言語の方が、話すのも、書くのも楽だという人が多いものです。
次に「Ｃ」の部分を見ていきます。実は、これは、現在、英語先進国の韓国や中国で増えている、「セミリンガル」、「ダブルリミテッド」と言われる子供たちの言語能力を示したものです。「セミリンガル」、「ダブルリミテッド」とは、母国語も英語も中途半端で、学業や仕事を遂行できる程度になく、困難を抱えている人たちをさしますが、昨今、このような若者が急増していることが懸念されています。各国の政府も、行き過ぎた英語教育へ警告を出しており、まずは、母国語の教育を大事にすべきという流れになってきています。

日本でも、現在、「バイリンガル幼稚園」や「英語漬け」の保育園や幼稚園やスクールがタケノコのように誕生していますが、日本語と英語の両方を健全に育てるためには、それ相応のしっかりとしたカリキュラムや教員の確保などが必要であり、それに加えて、両言語を育てるということへの親自身の高い意識や協力体制が必要になってきます。

もちろん、きちんとしたバイリンガル教育を行っている教育機関もありますが、その数はごく限られていることが現実です。また、入園・通学するための費用が高額である場合が多く、一般的なご家庭のお子さんが通うことは現実的ではありません。

たとえ、通う場合であっても、お子さんの日本語と英語の発達に十分に気を付けて育てていくという親や教師の意識がとても重要になってきます。現に、卒園時には、英語で意思疎通がある程度できるようになっている子どもの中で、日本語力が年齢不相応なために、就学後の学業の支障が出ている子も少なくないという現実があることを知っておく必要があります。
それでは、私たちが目指すべきバイリンガルの状態とはどんなものでしょうか？

その一つの解が、スライドの右下の「Ｄ」です。日本語と英語の能力の差はあるけれど、

どちらの言語でも十分な意思疎通が図れる状態。しかも、日本語が豊かであること。

なお、初級講座内では特に触れる必要はありませんが、「英語を伸ばすためには、日本語を伸ばさないと伸びない」という根拠を示す文献も多数存在します。その一つが、『バイリンガルの科学―どうすればなれるのか?』 (ブルーバックス)1994/3 小野 博（著）です。ここでは、帰国子女の語彙力をさまざま角度から調査し、日本語力と英語力には相関関係があることが明記されています。つまり、日本語の力が弱いと英語も伸びないことが明らかになっています。
Ｐ6：目指すべきバイリンガルのまとめ

ここで、目指すべきバイリンガルについて、まとめます。

「目指すべきバイリンガルとは、豊かな日本語と、国際社会で通用する高い英語力を有する状態」ということ、日本語の力も意識的にあげていくことを大事にすべきと、伝えてください。

Ｐ7：成功しているバイリンガル育児に共通する要素を抽出。

↓

　・特殊な環境（長時間の英語漬け）や条件下（経済的に裕福、英語が得意な親）で育つ子供でなくても、「だれがやっても再現性のあるバイリンガルになるための方法をまとめたのが本講座である」ことを受講者に伝えてください。

＜成功している主な参考文献を知りたい人のための参考文献＞

　　『3ナイ主婦が息子を小6で英検1級に合格させた話』タエ（著）　　

　　『井原さんちの英語で子育て』井原香織（著）

　　『わが子を「英語のできる子」にする方法』清水真弓（著）

＊参考文献に登場するモデルの条件もさまざですので、一つのモデルをそのまま真似ても

うまく行きませんし、万人に適応できるものではありません。

＊参考文献はこのほかにも多数あります。すべて目を通す必要はありませんし、読まないと本講座の話ができないというものではありません。
P8：音読協会代表の事例の紹介（この講座で紹介する方法を実際に行った結果）

●スライドの内容を紹介し、下記の①②動画を流す。

この他に、インストラクターが独自に持っている動画があれば、それを流してもよいです。下記に公開限定のYouTubeのURLがありますので、それを講座の中で見せてください。また、この動画の元データは、「インストラクター専用ページ」にもアップしてありますので、ダウンロードして使用してください。ただし、動画のデータの無断譲渡等は禁止とさせていただきますので取り扱いにご注意ください。
【インストラクター専用ぺージ】

https://ondoku.jp/instructor
パスワード
ondoku

     

『 I Like Colors』

シリーズ名「CTP」Ｋ－1Sight Word Readers

単語数：24語女子：2歳6か月

（読み聞かせ開始時期生後10か月）

https://youtu.be/PytjVwXzMSE

 

②     

『Cat and Dog』

シリーズ名「CTP」レベル2　Fun & Fantasy

単語数77語男子：3歳10か月

（読み聞かせ開始時期2歳6ヵ月）

 https://youtu.be/o1crzMnUgdI

＜英検ジュニア＞の3つのグレードについては下記を参照。
http://www.eiken.or.jp/eiken-junior/merit/grade/
（ブロンズ）あいさつや、動詞を含んだ初歩的な会話（1往復）の聞きとりができる。

（シルバー）簡単で短い文章（2〜3文）の聞きとり、否定文や疑問文の聞きとりと応答。

　　　　　　文字と音声の結びつきに関心をもつ。

（ゴールド）簡単でまとまった会話（3往復以上）、5W1Hの聞きとり

　　　　　　基本的な語句や簡単で短い文の認識ができる。

各グレードのサンプル問題は下記から聞けます。

https://www.eiken.or.jp/eiken-junior/sample/exam/
P9：3つのポイント

本講座でもっとも大切な「3つのポイント」をはっきりと伝える。

　1．これが初級講座のメインテーマとなる。

　2．講座の中で何度か繰り返し、受講者に意識させる。

P10：　3つのポイントの一つ目。最も大事なのが「時間」。

1．1～2時間／日英語に触れるとすると、最低4～9年かかることを話す。

　　　（0歳から始めたら、4～9年、平均で、5～6歳位までかかる）

日本人がなぜ英語を話せないのかの根拠を示す。（英文和訳や穴埋め問題中心の授業の場合は、約1000時間の内、実際に英語に触れている時間はさらにその半分以下となる。）

P11：　どうして3000時間なの？～6歳までの英語のインプットの比較～

スライドの「Ａ」は英語圏に生まれ育つネイティブのケースです。ネイティブの場合は、1歳で約3000時間の英語に触れています。ネイティブの場合も、膨大な英語のインプットがあって初めて発話が生まれることを示しています。（もちろん、1歳の赤ちゃんと、6歳の幼児が3000時間のインプットがあった場合、後者の方が認知力が高いなどの理由で、理解力も発話量も多くなります。ですので、一概に、同じ状態とは安易には言えませんが、「発話には多くの時間が必要である」こととして注目すべき点です。

「Ｂ」は、国内のインターナショナルスクールに3～4年通ったケースです。6歳までの英語のインプット量は3000時間をはるかに超え、英語力もかなりつきます。ただし、スクールに通っているだけでは、日本語の力が伸びにくいので、日本で将来仕事をする可能性がある場合などは、日本語を伸ばすために、親とお子さんの多くの努力が必要となります。また、インターナショナルスクールは教育機関としては、特殊なものであり一般の日本人を両親にもつご家庭のお子さんが通う場所ではありません。

「Ｃ」は、英語に触れる時間が多いバイリンガル幼稚園のケースです。適切なカリキュラム、教員、親の理解と努力がないと、「セミリンガル」や「ダブルリミテッド」になる可能性があります。また、一般的に費用面での負担も大きくなります。
また、日本語だけで行われる普通の幼稚園に通わせていたとしても、1日の内6時間以上家庭内で英語漬けにするなどの極端な英語教育を行う家庭もあります。この場合も、英語アニメの視聴やかけ流し等の一方的なインプット偏重の環境の場合、時間をかけたわりに英語力が伸びなかったり、日本語が年齢に比べて極端に幼かったり、ひどい場合には健全に知能や心が育たないという痛ましい状態を生み出す危険性もあります。

また、働くママさんが多い昨今、実際問題として、1日に何時間も英語に費やせる家庭は限られているという時間的な問題もあります。

「Ｄ」が本講座で示す、6歳までに目指して欲しい英語の時間数です。指標として、「3000時間」のインプットが、就学までに達成していることを推奨します。この3000時間が基礎的な英語力をつけるのに必要な時間であり、働くママなど、時間的な制限のある方でも実行可能です。また、効果も十分に期待できる時間です。
＜2000時間と3000時間の根拠＞

養成講座で学ぶ次の＜30000時間の根拠＞については、講座内で話す必要はありません。

インストラクターの知識として、把握していただければ十分です。

「日常会話ができるようになる」目安として約2000時間のインプットが必要であるということは、多くの書籍やネット上で散見されます。

さらに、『完全改訂版 バイリンガル教育の方法 (アルク選書)』中島知子（著）の中で、2000時間の必要性が説かれています。本書では、英語圏の学校で、1日に5～6時間×約200日の授業を受けた生徒が、会話テストを行った場合、2年程度で80％、3年で100％の理解力があるという結果になったそうです。これは、2年間を時間に換算すると約2000時間、3年間で3000時間に相当します。

ただ、これは、英語圏でネイティブの先生のいる学校という条件下なので、日本の家庭の中で2000時間の英語に触れる場合とは同じ条件であるとは言えません。言語習得には、個人差が激しく、このような英語環境下で、5年以上も過ごしても、聞いて理解することはある程度できても、発話力が乏しく、ほとんど発話が見られない子もいることが注意すべき点です。つまり、言語習得、特に発話には大きな個人差があるということが示唆されています。

また、『絶対、わが子は「英語のできる子」に!』坪谷 郁子（著）では、日本国内にあるインターナショナルスクールに通う子供たちについて調べたことが書かれてあります。

ここでは、2000時間：通常の会話レベル、完璧に使いこなすレベル：5000～8000時間と述べられています。このインターでは3歳から1日6時間、年間180日スクールに通いますので、約3年で3000時間強のインプットがあることになります。つまり、2歳前後で入学すれば、5～6歳前後で「先生が英語で言っていることがほとんどわかる」レベルになると書かれています。

この本の著者も「2000時間」がやはり、英語で基本的な会話ができるための最低時間数だと明示しています。

ただ、この場合も、一般のご家庭の場合と違って、1日6時間の間英語に触れているという特殊環境であることに注意が必要です。

これらのデータを踏まえ、私自身は、自分の子供たちの英語教育を始める前から「一般家庭内で英語教育をする場合は、おそらく2000時間では足りない」という予測をたてていました。

私自身の子供のケースでは、予想通りの結果となりました。我が家の息子の場合ですと、2歳半から1日、30分～2時間30分、平均で2時間弱位程度英語に触れています。3歳半の時点で、約700時間（これに、2歳半前の段階でも英語の歌を時々流したり、親の私が英語絵本を音読していたり、親の視聴のための洋画視聴の音声などを含めると、1日30分～1時間程度は触れていましたので、ざっくりと500時間位足して）＋500時間＝約1200時間ほど英語に触れていました。

その段階で、息子は日常の簡単なやり取りを聞いて理解できる語彙や表現は数多くありましたが、発話面においては、2～3語文の発話を少し話す程度でした。さの結果から、

やはり、「乳幼児の場合、かつ一般の普通の家庭で1～2時間程度のインプットという条件で行った2000時間では、基本的な会話力を身に着けるには足りないのでないか」と予測しました。

その後、息子のインプット量が、約2000時間程度のインプットの段階では、語彙も約500語前後になり、リスリング力も簡単な日常会話理解する程度はついてきました（英検ジュニアゴールド80％程度）。ただし、もちろん、年齢相応の発話はありませんし、文法や用法の間違いも多く、「日常会話ができる」というレベルには到達していません。

私の一個人のデータに過ぎませんが、やはりごく普通の家庭環境で「2000時間」のインプット量ではバイリンガルの基礎としては足りないと感じたため、2000時間に、さらに1000時間をプラスして、「3000時間」としました。

これが、初級講座で伝えている「3000時間」の根拠です。

息子の場合は、約2500時間を過ぎた頃（5歳10か月頃）は、英検ジュニアゴールドで98％達成し、butやbecauseなどの接続詞を使ったセンテンスレベルでの発話が見られ、ORTのレベル3～4程度の本を、ある程度の正確さとスピードで読める程度になりました。語彙力も800～1000語程度（英検4級レベル相当）に増えてきており、英語の基礎力がついてきたといえるレベルになっています。（達成レベルには個人差があります）もちろん、表現力は乏しく、時制や前置詞の間違いなどは多くあり、今後も継続してフォローが必要ではあります。

英語土台であるバイリンガルの基礎づくりのために、漠然と「たくさんのインプット量」が必要と言われてもどのくらいかわからない方に、具体的に、どのくらいの時間が必要であるかを数値的に示し、目標にしやすくするためにも、この「3000時間」は一つの指標になります。
さらに、3000時間は、1日に1～2時間程度行えば、5～6年で達成できる数値であるので、どんなご家庭でも、なんとか実行可能な数値であることです。0～1歳頃に開始すれば、就学が始まるまでに達成できる数字であるために、多くのご家庭で目標にしやすいでしょう。
また、「2000時間で会話ができる」としてしまうと、先に述べたように、言語の発達にはかなりの個人差があるので、「うちの子は、2000時間やったのに、ちょっとしか話さない」という子も出てくる可能性があるとも危惧しました。そのため、＋1000時間の「3000時間」としました。3000時間のインプットを行えば、何かしらの成果は必ず出てくるであろうし、少なくとも、発話をすることより、もっと大事な、「英語が日常生活の中にある習慣ができる」と考えました。

ただ、「3000時間で習慣化ができる」と言っても、一般的には魅力的に映らないので、

「6歳までにバイリンガルの基礎ができる」「3000時間のインプットを行えば、3～4語の会話位はできるようになる」「簡単な英語の絵本が読める」などと謳って、初級講座では盛り込んでいます。

P12：バイリンガルの進度モデル

「バイリンガルモデルの進行表」は協会が作成したオリジナルです。
私の息子が6歳（2019年5月の段階）で、その時点までは、ほぼこの進度モデル通りに進んでいますが、6歳以降は予測と目標数値となります。「3000時間」やれば終わりではなく、さらにずっと継続が必要であることを示すために21歳まで作成しました。

ただ、「15歳や20歳を目標にしましょう」と言っても、幼子を持つ受講者には、あまりに先のことなので想像がつきにくいということもあるため、6歳前後までに、「3000時間」を達成しようという目標を掲げました。本来は、5000時間でも、1万時間でも必要だと言えば、必要です。しかし、現実にはその時間を確保することは難しい。さらに、初めから1万時間も目標にしても、達成できそうもないと感じる人がほとんどなため、どんな人でもなんとか頑張れる「3000時間」を一つ目の目標値としました。
もちろん、予測と目標値ですので、ここに記載されているインプット量をこなせば、すべて目安の項目に書かれた内容ができるようになるということを保証するものではありません。しかし、将来の目標をイメージする際や、「バイリンガルマップ」を作成するときのヒントとしても活用していただければと思います。
Ｐ13：2つ目のポイント「年齢」。

言語習得と年齢については、さまざまな見解があるが、「音声面」では有利であることは自明になっている。「臨界期」「言語習得　年齢」「発音　外国語　年齢」などのキーワードで検索すると参考文献が多数みつかる。本講座では理論的な話は深堀する必要はないが興味があるか方は、各自で調べてみるのもよい。

注意点として、本講座ではできるだけ早い時期から英語絵本の読み聞かせを推奨していますが、やみくもに早期英語教育を推奨してはいません。

英語は、差何歳から始めても、「遅い」ということはありません。

＜参考文献＞

『外国語学習の科学』白井恭弘（著）

『第二言語習得研究にもとづく効果的な勉強法』廣森友人 (著)

その他、多数。

Ｐ14：ベストな英語教育の開始時期についてのさまざまな見解。

6歳～12歳頃から始めても高い英語力はつけることは十分に可能だが、

3000時間のインプットをするためにも、やはり早くから開始したほうが良い。

小学校での英語教育はまだ未開発段階であるため、やはり幼少期からの家庭での英語環境づくりが大切。そして長く続けること。

これまで、早期英語教育の効果が出ていない人は、インプット量が足りないのと、途中でやめてしまっているということが大きな原因の一つにある。

＜参考文献＞

『英語教育の危機』鳥飼 玖美子（著）←早期英語教育に警笛を鳴らしている人。

『こどもに英語を教えるな』（著）市川力

その他多数の幼児英語教育反対派の研究者や教育者がいる。
Ｐ15：早期英語教育に関する不安を消す

「英語と日本語がこんがらない？」「日本語の発達に影響でない？」という受講者の不安を和らげてあげる。日本という日本語に取り囲まれた国で育つ限り、家庭で1～2時間英語のインプットがあるだけと条件であれば、日本語がおかしくなることは絶対にありません。
Ｐ16：子供の日本語の発達段階（0～3歳）

2歳で300以上、3歳で800以上の言葉を理解しているというデータを示すことで、

すでに多くの日本語の力が育っているかを示す。

＜参考文献＞

『言葉の発達の謎を解く』今井むつみ（著）←日本語の言葉の発達を知る良著です。
Ｐ17：子供の日本語の発達段階（4～5歳）

4歳で1500以上の言葉を知り、4～5歳で話し言葉や発音がほぼ完成することを示すことで、「日本語の頭がほぼ出来上がっている」ことの根拠となる。つまり、日本語がもっとも心地よく、ストレスなく理解できる状態にある。←この時期からいきなり英語を始めると、拒絶する子供が多いことは当然である。
Ｐ18：やはり、早くから始めたほうがよい！

0～3歳の頃に始めるメリットをまとめて話す。

日本語頭が完全ではない状態の方が、ストレスなく習慣化できる。

0～3歳のうちは、「もう一回読んで！」を繰り返す時期。

この繰り返しが言語取得に有利になる。何度も読んで繰り返して覚えてしまう。

0～3歳の時期が、ゆっくり英語のインプットの時間を確保できる時期。

4歳過ぎたら忙しくなる。小学校に入ったら、もっと忙しくなる。その前に、

英語絵本を読む習慣をつけておこう。

Ｐ19：3つ目のポイント「方法」について
3つ目の大事なポイントである「それでは、どうやったらよいのか？」という

受講者の不安にこたえる。

いよいよ、英語絵本へとつながっていく。

Ｐ20：英語力をつけるために必要なこととは？

英語ができるようになるためには、まず大量の「音」によるインプットが必要。

語りかけ、読み聞かせが重要。

注意：絵本を使用するというと、「文字？」と思う人がいるが、絵本の読み聞かせのポイントは「音」を聞かせることにある。子供に文字を読ませることが目的ではない。

大量の語りかけや読み聞かせをしてから、子供自身の発話（アウトプッ　ト）が生まれる。

音読によるアウトプットは正確には、アウトプットではない。

本当の意味でのアウトプットは、自分でオリジナルの文を作り出し、

表現すること。ただし、まずは、そっくり覚えた語彙やセンテンスをそのまま口に出す段階が必ず必要になる。

＜参考文献＞

『ほんとうに頭がよくなる世界最高の子ども英語―わが子の語学力のために親ができること全て！』斎藤淳（著）

Ｐ21：絵本の読み聞かせのメリット1
1．語りかけは有効であるが、多くの日本人のお母さんは英語での語りかけは難しいと感じている。「英語での語りかけがちょっと難しい人でも、英語絵本のテキスト部分を読み上げるだけならできるのでは？」と受講者に語りかけ、ハードルを下げてあげる。

Ｐ22：絵本の読み聞かせのメリット2
1．英会話レッスンだけでは、「How are you?」「I’m fine. Thank you.」などの簡単な単語力しか身に付かない。豊かな語彙力を身に付けるためには、本（活字）ベースのものを読むことが欠かせない。

2．ネイティブの語彙力がいかに多いかを示し、日本人が仕事で英語を使う場合は、最低でも1万語は必要であることを話す。

3．語彙力を増やすためには、活字からの情報を得る必要性を話す。

＜参考文献＞

『英語で一流を育てる――小学生でも大学入試レベルがスラスラ読める家庭学習法』廣津留真理（著）

Ｐ23：絵本の読み聞かせのメリット3
小さい子供に、文法の解説や和訳は不要。英語で英語のお話を楽しみながら、自然と英語の語順を覚えることができる。

2．外国語として文法を学ぶことは重要であるが、日本語の解説をつけて学ぶのは中学生以降で良い。

Ｐ24：絵本の読み聞かせのメリット4
英語絵本を通してコミュニケーションの時間が増える。

英語絵本を通して、本物の外国の文化に触れることができる。

Ｐ25：絵本の読み聞かせのメリット5
小さな絵本をいつもカバンに入れて、電車の中、病院やレストランでも待っている時間などにも、さっと読める。　⇔　英会話スクールに通う時間、労力が不要。

Ｐ26：絵本の読み聞かせのメリット6
1．言語能力には2種類ある。一つが会話力であるＢＩＣＳ（Basic Interpersonal Communication　伝達言語能力）ともう一つが学習言語であるＣＡＬＰ（Cognitive Academic Language Proficiency　認知・ 学力言語能力）。

2．ＢＩＣＳ（伝達言語能力）は身に付きやすいが、落ちやすい。一方、ＣＡＬＰ（認知・ 学力言語能力）は習得までに7～10年かかるが、一度習得すると力が落ちにくくキープしやすい。

英語絵本の読み聞かせは、読み聞かせだけを行っている段階ではＢＩＣＳ（伝達言語能力）の力が育ち、自分で読めるようになっていくとＣＡＬＰ（認知・ 学力言語能力）の力が育っていく。つまり、ＢＩＣＳ（伝達言語能力）とＣＡＬＰの両方の要素を含む効果的な方法である。特に、一人読みができるようになってくるとＣＡＬＰ（認知・ 学力言語能力）が著しく育っていく。つまりは、幼少期からの英語絵本の読み聞かせがＣＡＬＰ（認知・ 学力言語能力）の成長につながる重要な働きをすることになる。

＜参考文献＞

『科学的トレーニングで英語力は伸ばせる』田浦秀幸（著）

『英語学習のメカニズム』廣森友人（著）

Ｐ27：絵本の読み聞かせのメリット7
英語絵本の良さは、その段階でお子さんの成長度合いやお母様の趣味趣向にそって、英語絵本を自由に選ぶことができることにある。その点、「セット教材」は良くできているものもあるが、どうしても無駄な部分が出てしまいがち。

＜注意＞本講座は、決して、高額セット教材の購入を批判するものではありません。
本講座の受講者の中には、すでに、「ディズニーの英語システム」や、「ワールドワイドシステム」などを購入されている受講者も多くおられるので、「セット教材の中には、とても良いものも多くあるので、すでにご購入されている方は、持っているものを最大に活用されると良いでしょう」などと付け加えて、受講者が気を悪くされないようにする配慮をしてください。
Ｐ28：本を通してどのくらい英語に触れる？
左の図は英語絵本を読まずに3000時間のインプットをした状態を示す。

英語絵本の読み聞かせや音読はのちにつながるＣＡＬＰ（学習言語）を伸ばすためにも必ず必要。

2．3000時間のうち、英語絵本の読み聞かせをとりいれたらよいかの目安を示す。

1歳からスタートした子であれば、1日10分、1年で50時間、4年で200時間となる。

もちろん、200時間以上になってもOK。

もし3000時間も難しいと感じるならば、まずは英語絵本の時間だけでも確保するとよいと伝えましょう。つまり、英語絵本の読み聞かせだけでもやりましょう。

Ｐ29：「発音」の悪さを気にするお母さんの不安を吹き飛ばす！

1．「私の発音で大丈夫？」ではなく、「やらないともったいないですよ！」子供の一番のコミュニケーション相手はお母さんであり、インプット量を確保するにも母親が発話するのが一番良い。

＜参考文献＞

『CD・DL付 完全改訂版 起きてから寝るまで子育て英語表現600』吉田研作  (著)

『子どもを英語でほめて育てよう』カリン・シールズ (著),‎ 黒坂 真由子 (著)

２．「ネイティブの英語発達段階のシート」を見ると、発音は長い時間をかけて形成していくことがわかります。シートは受講者に見せる必要はありませんが、インストラクターさんの中では、理解しておいた方がよい内容です。
＜参考文献＞

『0歳児がことばを獲得するとき―行動学からのアプローチ』正高 信男（著）

3．音はもちろん大事だが、ネイティブ並みの発音である必要はない。

世界の英語話者のほとんどが母語の影響を受けた英語を話している。

お母さんの読み聞かせは、お子さんの発音に影響を与える可能性はあるが、それを悲観する必要はない。
＜参考文献＞

『本物の英語力』鳥飼玖美子（著）

その他多数。
Ｐ30：絵本選びの最も初歩的なポイントを示す。

これらの初歩的な絵本は「バイリンガル絵本クラブ」でも紹介していると伝える。

（初級講座内でもたくさん絵本を紹介したいが、運べる冊数にも限界があるため）

「ぜひ、本講座の受講後も、0～2歳向けの絵本を中心に紹介する「バイリンガル絵本クラブ」にご参加ください」と案内する。直近の具体的なクラブの日時をお知らせするとなおよい。

＜参考文献＞

『[CD付]音のある英語絵本ガイド』外山 節子 (著, 監修, 監修)

『親子で楽しめる 絵本で英語をはじめる本』木村 千穂

『英語多読完全ガイドブック』古川昭夫（著）

『英語多読法』古川昭夫（著）

Ｐ31：年齢別のお勧めの本を紹介する。（0～2歳）

本の形態には、ハードカバー、ソフトカバー、ボードブック、フラップ付きなどの種類があり、赤ちゃん用にはボードやハードカバーのものがお勧め。

本講座で使用する英語絵本から、関連づけて、絵本を選んでいく。

お子様の好み、成長段階を母親が観察して、絵本を選んでいく。

Ｐ32：簡単なものから始めよう

１．日本で有名はエリック・カールの『はらぺこあおむし』の英語版である『the very hungry caterpillar』からではなく、『Brown bear brown bear what do you see』から始める。

多くの日本人にとって、『the very hungry caterpillar』はやや難しいので、挫折しがち。慣れてきてから読むように伝える。

２．ここに載せている3冊の外にも、エリック・カールの本はたくさんあるので、読んでみることを勧める。

Ｐ33：英語絵本を購入する方法を伝える。

・実際に書店に行ってみることをお勧めする。インストラクターが、英語絵本を買いに、実際に行ってみたときの感想などを述べる。

・英語絵本の読み聞かせテクニックや絵本を紹介しているサイトを活用する。

Ｐ34：でもやっぱりむずかしい！と感じる場合の対処方

「語彙が少なくても日本人には難しいものも多い。」と英語絵本のデメリットを伝える。

↓

レベル別リーダー（段階別読み物）へ話をつなげていく。

Ｐ35：レベル別リーダーを活用しよう！

ＣＴＰを実際に数冊見せて、できればCDの音声をいくつか聞かせてどんなものかを紹介する。（Part1（講座前半）では2～3冊の音源を流し、またPart２（講座後半）で2～3冊の音源を流すとよい）
ネットから詳しい情報が見らえるので、英語教材のCTM（テキストにURL明記あり）を後ほど見てみると良いと話す。

3．もし購入を希望する場合は、レベル1のものか、VP Final CTP絵本：Fun & Fantasy Variety Pack Gr. K-1が良いと勧める。

＜参考文献＞

『赤ちゃんからの英語レッスン』中村敦孔（著）

『ＣＴＰ絵本で育てる 確かな英語力 モノにしよう！』京　幸江(著)

Ｐ36：スライドの①～⑥をそのまま読んでまとめる。

ここまでで何か質問がないか、受講者に確認する。

Ｐ37：お母さんの読み聞かせの準備をする。

英語絵本の「音読」をすることで、読み聞かせは上手になることを伝える。

Ｐ38：音読の効果

1～3を順番に読んでいき、とくに、2と3を強調して伝える。

Ｐ38：英語の回路が出来上がる

音読をすることで、脳が活性化し、「英語の回路」ができると伝える。

＜音読に関する参考文献＞

『脳と音読 (講談社現代新書)』川島 隆太  (著),‎ 安達 忠夫  (著)

『國弘流英語の話しかた』國弘 正雄 (著)

『英会話・ぜったい・音読 【入門編】—英語の基礎回路を作る本』国弘 正雄  (著),‎ 千田 潤一 (著),‎ 久保野 雅史 (著)

『「超音読」英語勉強法』野島 裕昭（著）

その他多数。

Ｐ40：音読の3つの基本方法を伝える。

１のリピーティングと２のオーバーラッピングの説明をする。

ここでは、やり方を説明するだけにとどめ、p44、p45の読み聞かせシートのところで、音源を使って音読の練習をする。

3のシャドーイングは、『Very Hungry Caterpillar』や『 little blue little yellow 』など、少し長めの絵本で、受講者の前で数ページ音読を披露してみる。
『 little blue little yellow 』https://www.youtube.com/watch?v=-kOsZtrwXKg
『Very Hungry Caterpillar』https://www.youtube.com/watch?v=q7g5Vhz2fdw
インストラクターは、上記2冊のどちらかの内、最低1冊は読みシャドーイングできるようにしておくこと。（認定試験の課題の一つとなります）

P41赤ちゃんの時期の読み聞かせ姿勢

ねんねの時期、お座りができるよう時期の読み聞かせのスタイルを紹介する。

（まだお子さんのいらっしゃいない方、妊娠中の方にイメージしやすいように）

絵本は破れてもよいと考えて、どんどん触らせてあげよう。

P42：基本の3つの読み聞かせ方法

1．
シンプル読み　←　おすすめはシンプル読み！
2．
日本語プラス読み

3．
英語プラスアルファ―読み

3つの読み聞かせ方法で数ページずつ「Excuse me]を使って受講者に読み聞かせる。

Ｐ43：「シンプル読み」でも十分効果は出ます！
英語が苦手だけど、絵本の背景も英語で語りかけしたい方へのアドバイス。

1．「無理をしないで！」「背景は日本語でもＯＫ」「絵本のテキスト部分だけを英語で読んでいくだけでも効果は出るので、大丈夫！」と安心させましょう。

2．それでも、ちょっとは英語でアドリブをつけたいという受講者もいる。

「英語絵本語りかけフレーズ（基本）」を紹介する。講座中では、あまり練習の時間が取れないので、家でも育児や家事の合間に音読するように伝える。音声データもプレゼントする旨を伝える。

Ｐ44：やってみよう　！＜その1＞
1．『Brown bear brown bear what do you see』の絵本のＣＤをかけて、絵本を1回読ませる。0歳の赤ちゃんであれば、絵本はあまり使わなくても、歌を歌ってあげるだけでもＯＫ。歌→数ページだけ→徐々に最後まで読み聞かせることを勧める。

2．『Brown bear brown bear what do you see』の読み聞かせシートを使って、

何個かのフレーズを解説してから、モデル音声に合わせてリピーティングする。

（時間がない場合は、Part2（後半）で練習を入れ込んでもよい。）
Ｐ45：やってみよう　！＜その2＞
1. 受講者に、『Excuse Me!: a Little Book of Manners (Lift-The-Flap Book』を黙読させ、わからない単語、表現があれば解説する。特に、「burped」「tuck you in」の部分はわからない人が多いので必ず解説する。

『Excuse Me!: a Little Book of Manners (Lift-The-Flap Book』の読み聞かせシートを使って、何個かのフレーズを解説してから、モデル音声に合わせてリピーティングする。解説するフレーズは、インストラクターが好きなものでよい。

（時間がない場合は、Part2（後半）で練習を入れ込んでもよい。）
Ｐ46：どのぐらい英語絵本を読めばよいのか？

「何冊読めばいいですか？」質問してくる受講者も多いが、多くの表現に出会うためには、多ければ多いほど良い。しかし、まずは毎日、1冊でも読むことを習慣化させ、しっかりと読み聞かせを行うことが大事。初級講座の段階では、「何冊読むべき」という数値は掲げていない。

経済的な条件も人それぞれなので、無理のない程度の数を示す。最初からたくさんの数を目標にする必要はない。チリも積もれば、山となり、大きな力となると勇気づける。

3．実際の講師であるインストラクターが行っている毎日の読み聞かせの冊数などの例を紹介してもよい。実例を出すことで、共感と、説得性が生まれる。

Ｐ47：「宿題」を伝える。

『Brown bear brown bear what do you see』と．『Excuse Me!: a Little Book of Manners (Lift-The-Flap Book』の2冊をまずはしっかりシンプル読みしてくること。好みで、日本語プラス読みでも、英語プラスアルファ―読みを練習してもOKであると伝える。
＜Part2＞に参加される方は、次回、講座で読み聞かせを行っていただくことを伝える。

＜part2＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｐ48．Part2のスケジュールを確認する

Ｐ49　Part1の大切な3つのポイントのおらさらい

Ｐ50　Part1の2冊の絵本の復習

『Brown bear brown bear what do you see』か『Excuse Me!: a Little Book of Manners (Lift-The-Flap Book』を1冊選んでいたき、読み聞かせを発表していただく。

発音面では、sheepの「sh」とsee の「s」の音の間違えていたり、混在している方が多いので、受講者の発音に問題があれば、その点を指摘しアドバイスする。

Ｐ51　読み聞かせの上達のポイント
1．イントネーションを真似する

「英語はイントネーション（抑揚）がはっきりしている言語である。モデルとなるCDの音を徹底的に真似することを意識して、恥ずかしがらずに、感情をこめて音読するようしよう」

2．音の強弱を意識する。

「英語は1つの文の中でも、強く読まれるところと、弱く読まれる部分があります。

モデルの音声をよく聞いて、強弱を意識して音読をするようにしてみましょう。」

3．音のつながりを意識する。

「単語を一つ一つ区切って読むのではなく、前後の単語の音のつながりを意識しましょう。」

英語は、つながりによって、音が変化したり、ほとんど発音しないくらい弱く読まれることがある。一例では、「not at all」が「no at all」のよう変化（音の連結）する。また、「get to」は、「ge to」のように「t」が脱落する。

4．「発音を詳しく見ていくと、意識するところがたくさんあって分からなくなってしまうので、最初は、ただ、CDのモデルを真似て同じような読み方ができるようになることを目指せば十分です」と言って、受講者を安心させましょう。個別に英語の発音を練習するよりも、ＣＤの音声を聞きながら、10回、30回と音読する方が効果的であり、かつ忙しいお母様方にとって、現実的な練習方法です。
時間があれば、下記の一例を出して説明してもよい

＜特に日本人が苦手とする発音＞

 a) cat（kˈæt）, above（əbˈʌv）, bird（bˈɚːd）, などの母音の発音。

 b) r/l, b/v, f/h, th/z などの子音の発音と区別。

 c) come in, about you, grandmother（grˈæn(d)m`ʌðɚ） などの音の連結、脱落など。

 d) school, plastic, strike などの子音連結の発音

＜参考文献＞

『日本人のための英語発音完全教本』竹内真生子（著）

『音読で英語の発音をモノにする本』岩村 圭南（著）

『みるみる英語力がアップする音読パッケージトレーニング』森沢 洋介（著）

Ｐ52　短いフレーズの音読で発音を改善しよう！
「英語絵本読み聞かせフレーズ　基本マスター15」を何度も音読して、発音の改善しよう。

読み聞かせシート（基本マスター15）を使って、モデル音声に合わせて1回リピートする。2番めの「What do you want to read?」の「want to」の「wan to」のように脱落していることを解説する。

Ｐ53：やってみよう　！＜その3＞
1．『Tubby (Leslie Patricelli board books)』を黙読させ、

わからない単語、表現があれば解説する。最後のページのP5の「In I go」は前置詞が前にきていますが、このような倒置表現は英語絵本を読んで見られることを伝える。「Tee-　hee!」や「Wheeeee!」などの擬態語は辞書に載っていないことも多いですが、はっきりとわからなくてもあまり気にしないで読み進めよう。

2．インストラクターが数ページずつ、「シンプル読み」「日本語プラス読み」「英語プラスアルファ―読み」で1回読み聞かせる。

3．「Tubby」の読み聞かせシートを配布し、モデル音声に合わせて1回リピートする。

Ｐ54：かけ流しは何を流せばよいの？
1．英語の歌は、英語の音声になれることが点で良いことを伝える。

2．英語の音とは、母音と子音、強弱のリズム。

・周波数：日本語と英語の周波数の違い

・母音の数：日本語5音素／英語20音素

・子音の数：日本語14音素／英語24音素

・英語は強弱重視の言語

英語の音声を幼少期から聞いていると、聞ける音域が広くなる可能性がある。

3．『Wee Sing』の中の歌は、「バイリンガル絵本クラブ」でも歌っていることを伝える。このCDの中には約70曲あり、20～30曲ほど歌えるようにお母さんも声に出すことを促す。2～5歳については、スライドに書いてあることを伝える。

Ｐ55：お金をかけずに動画を見る方法＜ＴＶの副音声＞
無料でできることは今すぐ始めようと伝える。

家のテレビのリモコンの副音声ボタンを押せば、無料で、今日から見られることを伝える。番組プログラムは、時期によって変更するので、各自でチェックすること。

2．英語アニメを見せるのは、視力や知力の発達を考慮して2歳以降から始めること。
3．英語アニメを見るときはできるだけ、親も一緒に見るようにする。

4．長時間見ないように配慮しよう。

Ｐ56　お金をかけずに動画を見る方法＜オンライン＞

YouTubeなどを大画面につないでみるなど活用方法を伝える。

Ｐ57：英語のDVDを安く購入する方法
一般的に、イギリスなどの海外のＤＶＤが安い。（ただし、再生するためには

リージョンフリープレイヤーが必要）

2～4歳位まで、4歳以上でお勧めのＤＶＤはいろいろある。

日本のアマゾンでも買える海外のＤＶＤがあることを伝える。

価格は比較して検討してみることを伝える。

[Peppa Pig] https://www.youtube.com/watch?v=NcPcAKdNUZc
[Morphle] https://www.youtube.com/watch?v=MQaansLGEGc
P58　世界中で永く愛されている絵本が原作のアニメ

日本語バージョンの入っていないＤＶＤが望ましい。（日本語にたよらない）

2．できれば、絵本が存在するＤＶＤが望ましい。（本と連動させる）
[Maisy] https://www.youtube.com/watch?v=_nzTAkvI2Kk&t=2s
[Richard Scarry] https://www.youtube.com/watch?v=VGKZcFXuGWY
Ｐ59：海外の教育アニメもおすすめ
海外の教育アニメにはお勧めのものがたくさんある。

海外で制作されたＤＶＤから文化も学べる。

アメリカ制作のＤＶＤには、「読み」「文字」をテーマにした教育アニメが充実している。

[CAILLOU] https://www.youtube.com/watch?v=vVaZWQ89cZE
[Leapfrog Scout & Friends] https://www.youtube.com/watch?v=IaDtjIkxwUM
【LeapFrog: Phonics Farm - Trailer】
https://www.youtube.com/watch?v=I8tdqJlx7uQ&t=4s
一通り説明を終えたら、YouTube等で各アニメ1～2分位を受講者にみせる。

＊講師は、すべてのＤＶＤを知っている必要はありません。また、スライドに載っているものが、だれにとってもおすすめのアニメというわけではありません。

ポイントは、「日本で加工された日本語の解説などが入った英語教育動画ではなく、圧倒的な英語量の多い、ネイティブの子供たちが見る動画をみせることを、意識して欲しい」ということを伝えてください。
Ｐ60：バイリンガルが育つ環境づくり①
子供が一番時間を過ごすリビングにバイリンガル環境をつくる。

豊かな英語力と日本語力を養うための本棚の一例。（1歳＆3歳の兄妹がいる家）

子供が毎日使うおもちゃと同列に配置する。

動画の視聴は、目が悪くならないように、大画面にプレイヤーを接続させる。

Ｐ61：バイリンガルが育つ環境づくり②
子供が、自ら英語に触れるようになる環境づくり。

新しい本は、子供が発見できるように、表紙が見える絵本棚を活用する。

数、暦、曜日、季節、天候などの基本的な表現は、家の中で覚えてしまう。

子どもが好きな遊びの中に英語をできるだけ取り入れる。

Ｐ62：【0歳～1歳編】バイリンガルが育つ毎日の習慣
一例として紹介する。

ポイントの1～3を伝える。

↓下記の動画を流す

■1歳11か月2冊を同時に楽しむ風景

https://youtu.be/4o8YYUdq4nQ
ｐ63：【2歳～3歳編】バイリンガルが育つ毎日の習慣
一例として紹介する。

ポイントの1～4を伝える。

ｐ64：【4歳～5歳編】バイリンガルが育つ毎日の習慣　
↓下記の動画を流す

『All Through the Week with Cat and Dog』

シリーズ名「CTP」レベル2　Fun & Fantasy単語数：92語

男子：4歳9か月　（空読み＋一部拾い読み）（読み聞かせ開始時期2歳6ヵ月）

 https://youtu.be/78gCw0DHkSY
一例として紹介する

ポイントの1～4を伝える。

ポイントの4番目の発話する機会でお勧めなのは？：

一例：英語を話す外国人との交流会等　例「バイリンガル絵本サロン」等

一例：「マンツーマンレッスン」・・・幼児期は一対一が効果的。

＊ただし、英語環境ができていない段階でレッスンを受けても効果はほとんどない。

目安としては、お家での英語環境が整って、1000時間以上のインプット量が達成してから。

一例：「サマースクール」・・・年長以降で、2000時間以上のインプット量がある段階になってからが望ましい。

一例：「ウェブレッスン」・・・幼児は一般的に集中が難しいので、小学生以上が望ましい。

詳しくは、「中級講座」で学べますとご案内してください。

ｐ65：我が家の英語環境をつくる

現在の状況を把握する、そして今後も、「インプットの時間」を時々書き出して、十分かどうかを確かめてみよう、と話す。

Ｐ66：未来の姿を明確にイメージしよう！
本講座を10倍も、100倍も活かすために可視化の必要性を伝える。

1．「バイリンガルマップ」には、目標ではなく、すでに達成している未来の姿を書く。

2．「将来、英語で困らないってどういうこと？具体的に何歳でどんな状態？」そこから逆算して、1．2年おきの英語力や、豊かな日本語があるイメージを具体的に書く。記入していく。

3．1年に1回程度マップを見直しみることを伝える。

4．インストラクター自身のバイリンガルマップを見せると説得力が増す。
＜参考文献＞

『9割夢がかなう宝地図の秘密』望月 俊孝（著）

Ｐ67：バイリンガルを育てるに大切な親の姿勢
子供の英語力を伸ばしたいなら、まず親が変わろう。

実際に、講師が本講座の内容で、実践していること、がんばっていること、できていないことを開示してもよい。すべてできていなくても、共感を生むことができる。

また、英語に夢中になるあまりに、幼児期の教育に大切なことが抜けないように。

インストラクターさんの意見や体験も取り入れてもよいでしょう。

インストラクター専用ページにも数名のマップがありますので、講座で見せてokです。

Ｐ68：読み聞かせ、音読を継続するための仕組み
仲間は励みとなり、継続は力になる。

意識の高い仲間と切磋琢磨しよう。

Facebookのサロンページを活用しよう。

働くお母さんも参加できる、土日開催のイベントに参加して

モチベーションを高めよう。

サロンでは、読み聞かせや音読のミニ発表会や、クラブで紹介する本よりも少し長めの絵本の読み聞かせや自分で勉強するのは難しいフォニックス、外国人との交流などがあることを伝え、受講者にやる気を喚起させる。

以上、講座の内容は終わりとなります。

「一緒に頑張っていきましょう！」と仲間意識を喚起させる言葉で締める。

＜振り返りシェアシート＞

5分程度の時間を使って、シェアシートに記入してもらい、回収する。

回収したシートの感想は、次回の講座に反映させたり、

ブログなどで紹介するなどして、最大活用してください。

＜サロンページへの案内＞

・本協会代表の本澤愛のフェイスブックアドレスを受講者にメールで送り、友達申請するように伝える。申請があり次第、本澤がサロンページに招待し、自己紹介を促す。

Facebookのサロンへご招待します。

下記の本澤へお友達申請をしてください。

https://www.facebook.com/ai.hayakawa.522
・サロンを講師自身で運営したい人は、「シニアインストラクター」の養成講座を受講してください。
＜復習用動画のURLの送付＞

講座の終了後（2日以内）に復習用動画のURLを送ってください。

データは、「インストラクター専用ページの中に入っています。

初級講座「復習用動画」のURL

こちらも、リザーブストックの「参加のお礼」のフォームに入れておくと便利です。
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